
       

穏
や
か
な
天
気
が
続
い
た
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
も
終
わ
り
、
学
校
は
運
動
会
に
向
け

た
活
動
が
本
格
的
に
始
ま
り
ま
す
。
新
学
年
が
ス
タ
ー
ト
し
て
一
か
月
が
経
ち
ま
し
た
。
新

た
な
目
標
に
向
か
っ
て
一
人
一
人
が
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
再
来
週
の
二

十
日
か
ら
は
２
名
の
教
育
実
習
の
先
生
も
お
見
え
に
な
り
ま
す
。
楽
し
み
で
す
ね
。 

本
年
度
も
い
よ
い
よ
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
今
年
一
年
間
の
「
学
校
経
営
計
画
」

（
一
部
抜
粋
）
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。
校
訓
・
教
育
目
標
の
実
現
に
向
け
、
以
下
の
計
画
に

よ
り
学
校
を
運
営
い
た
し
ま
す
。 

１ 

校
訓
・
学
校
教
育
目
標
、
目
指
す
学
校
像 

                

            

２ 

重
点
取
組
み
と
方
策 

                  

①
仕
事
と
勉
強
に
う
ち
込
み
、
実
行
力
の
あ
る
人 

②
健
康
で
自
主
性
に
富
み
、
規
律
あ
る
生
活
を
送
る
人 

③
自
由
と
責
任
を
重
ん
じ
、
見
通
し
を
持
っ
て
行
動
す
る
人 

④
自
他
を
大
切
に
し
、
建
設
的
な
意
見
を
述
べ
る
人 

 

目

指

す

学

校

像 

・
教
職
員
、
保
護
者
及
び
地
域
が
一
体
と
な
り
、
生
徒
の
自
己
実
現
を
達
成

さ
せ
る
学
校 

・
一
人
１
台
端
末
を
効
果
的
に
活
用
し
、
確
か
な
学
力
を
身
に
付
け
さ

せ
る
学
校 

・
挨
拶
や
礼
儀
が
励
行
さ
れ
、
思
い
や
り
に
あ
ふ
れ
た
豊
か
な
心
を
育

む
学
校 

・
自
由
と
自
治
に
富
ん
だ
教
育
活
動
に
、
積
極
的
に
取
り
組
む
活
気
あ

ふ
れ
る
学
校 

・
生
徒
一
人
一
人
の
居
場
所
が
あ
り
、
楽
し
く
登
校
で
き
る
学
校 

・
地
域
と
連
携
し
な
が
ら
教
育
課
題
の
解
決
を
図
る
な
ど
、
地
域
と
と
も
に

歩
む
学
校 

 

（
１
） 

学
習
指
導 

 

【
重
点
取
組
１
】
効
果
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
「
生
き
る
力
」
を

身
に
付
け
る
た
め
の
、
課
題
発
見
・
問
題
解
決
を
中
心
と
し
た

「
生
徒
が
問
い
を
創
る
授
業｣

を
一
層
推
進
し
ま
す
。 

○
方
策
：
①
一
人
１
台
端
末
を
活
用
す
る
授
業
を
通
し
て
「
知
識
を
活
用
す
る 

力
・
問
い
を
創
る
力
」
が
高
ま
っ
た
と
実
感
さ
せ
ま
す
。 

②
評
価
方
法
を
工
夫
し
、
的
確
に
各
観
点
の
能
力
を
判
断
し
て
学
習

に
対
す
る
意
欲
を
喚
起
し
ま
す
。 

【
重
点
取
組
２
】
主
体
的
、
意
欲
的
に
学
ぶ
姿
勢
を
醸
成
し
ま
す
。 

○
方
策
：
学
習
・
体
力
向
上
の
個
人
目
標
等
を
立
て
さ
せ
、
そ
の
達
成
度
を
評

価
す
る
な
ど
、
意
欲
的
に
学
習
し
た
り
、
体
力
の
向
上
を
目
指
し
た

り
す
る
態
度
を
養
い
ま
す
。 

【
重
点
取
組
３
】
各
調
査
や
定
期
考
査
の
結
果
を
、
授
業
形
態
に
反
映
し
、
思

考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
が
身
に
付
い
た
と
実
感
さ
せ
ま
す
。

 

○
方
策
：
各
種
調
査
や
定
期
考
査
の
結
果
を
基
に
、
授
業
を
再
構
築
す
る
こ
と

で
、
生
徒
一
人
一
人
に
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
を
身
に
付
け

さ
せ
、
自
ら
の
進
路
を
切
り
開
い
て
い
く
支
援
を
し
ま
す
。 
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◎
教
育
実
習
（
５
月
2０
日
～
６
月
８
日
） 

 

１
年
生
の
２
ク
ラ
ス
に
教
育
実
習
生
が
入
り
ま
す
。
社
会
科
（
指
導
教
員
：
大
野

先
生
）
１
年
A
組
、
数
学
科
（
指
導
教
員
：
保
科
先
生
）
１
年
E
組
で
す
。
お
二

人
は
こ
れ
か
ら
先
生
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
皆
さ
ん
の
力

が
必
要
で
す
。
先
生
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
二
人
を
応
援
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。 

【重点取組１】自己実現に向け、主体的に生き方を考え進路選択・決定ができる生徒を

育てる。 

○目標：キャリア形成に必要な各学年に応じた進路指導の目標を達成した生徒が７

０％以上。 

○方策：職場訪問、職場体験及び高校訪問等を通して自らの生き方を考えさせる活動

を行う。 

○教職員に必要な能力：多様な生き方に共感でき、キャリア教育を推進できる能力。 

【重点取組２】礼儀正しく、思いやりの心をもった生徒を育成する。 

○目標：「いじめをしない、見過ごさない」を大切に思う生徒が１００％。 

○方策：全教育活動を、道徳を要として行うとともに、ＳＣと連携して相談活動を充実

させる。 

○教職員に必要な能力：生徒の些細なシグナルをキャッチし、適切な相談活動を行う

能力。 

 

 

 

 

 

 

（
３
） 

特
別
活
動 

【
重
点
取
組
】
成
功
体
験
を
数
多
く
経
験
す
る
こ
と
で
自
尊
感
情
や
自
己
有
用 

感
を
高
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
社
会
に
適
応
で
き
る

能
力
を
育
み
ま
す
。 

○
方
策
：
①
運
動
会
、
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
キ
ャ
ン
プ
、

ス
キ
ー
教
室
や
学
年
・
学
級
の
校
外
学
習
及
び
部
活
動
等
、
多
く

の
生
徒
が
「
自
分
は
貢
献
し
た
」
と
実
感
す
る
活
動
を
、
全
教
育

活
動
を
通
し
て
行
い
ま
す
。 

②
集
団
活
動
の
中
で
も
一
人
一
人
に
配
慮
し
て
、
社
会
性
や
人
間
性 

を
育
む
言
動
を
具
体
的
に
示
し
、
生
徒
に
気
付
か
せ
ま
す
。 

           

 

（
４
） 

学
校
運
営 

【
重
点
取
組
１
】
教
職
員
一
人
一
人
の
人
権
感
覚
を
高
め
る
取
組
み
を
充
実
さ
せ

る
。 

○
方
策
：
①
生
活
指
導
や
部
活
動
の
指
導
等
に
お
い
て
、
体
罰
等
を
し
て
し
ま
っ 

た
過
去
の
事
例
を
研
修
等
か
ら
学
び
、
行
き
過
ぎ
た
指
導
を
根
絶
し 

ま
す
。 

②
特
別
に
支
援
が
必
要
な
生
徒
に
対
し
て
、
適
切
な
対
応
や
指
導
を
行 

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
特
別
支
援
教
育
や
教
育
相
談
に
関
す
る
研 

修
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。 

【
重
点
取
組
２
】
個
に
応
じ
た
特
別
支
援
教
育
の
一
層
の
推
進
を
図
る
。 

○
方
策
：
全
て
の
教
職
員
が
、
特
別
支
援
教
育
の
果
た
す
役
割
を
理
解
し
、
特
別

な
支
援
を
要
す
る
生
徒
へ
の
対
処
法
な
ど
を
学
ぶ
校
内
研
修
会
を
開
催

し
、
特
別
支
援
教
育
の
充
実
を
図
る
。 

            

☆
運
動
会
開
催
！
（
６
月
１
日 

予
備
日
５
日
） 

 

運
動
会
に
向
け
て
の
練
習
期
間
に
入
り
ま
す
。
近
隣
の
皆
様
に
は
当
日
ま
で
放

送
や
掛
け
声
等
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

 

６
月
１
日
は
、
実
施
の
有
・
無
に
関
わ
ら
ず
お
弁
当
持
参
に
な
り
ま
す
。
そ
の
他

予
備
日
等
は
、
給
食
で
の
対
応
に
な
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

練
習
期
間
で
は
、
体
操
着
の
洗
濯
な
ど
ご
負
担
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

（
２
） 

生
活
指
導
・
進
路
指
導 

【
重
点
取
組
１
】
自
己
実
現
に
向
け
、
主
体
的
に
生
き
方
を
考
え
進
路
選
択
・ 

決
定
が
で
き
る
生
徒
を
育
て
ま
す
。 

○
方
策
：「
キ
ャ
リ
ア
・
パ
ス
ポ
ー
ト
」
の
一
層
の
活
用
を
通
し
て
自
ら
の
生
き

方
を
考
え
さ
せ
る
と
と
も
に
適
性
を
見
極
め
、
自
分
を
見
つ
め
る
能
力

を
養
い
ま
す
。 

【
重
点
取
組
２
】
思
い
や
り
を
も
ち
、
共
に
健
康
な
生
活
を
送
ろ
う
と
す
る
生

徒
を
育
成
し
ま
す
。 

○
方
策
：
①
全
教
育
活
動
を
、
道
徳
を
根
底
に
行
い
ま
す
。 

②
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
は
じ
め
、
様
々
な
機
関
と
連
携
し
て 

相
談
活
動
を
充
実
さ
せ
ま
す
。 

③
教
職
員
が
生
徒
の
些
細
な
シ
グ
ナ
ル
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
適
切
な
支 

援
を
行
え
る
よ
う
特
別
支
援
教
育
推
進
委
員
会
を
中
心
に
組
織
的 

に
対
応
し
ま
す
。 

          


